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のですが,こ れは南極研究 の国 際的 な集 りである
SCAR　(南極研究科学委員会)で 各国基地の気候値をな













































した.こ れまで過去2年 間,主 要漁場であった48.1区
(南極半島域)と48.3区(サウス ・ジョージア区)で の
漁獲量が減少 し,48.2区(サウス ・オークニー区)に て
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なるものと思われる.ま た,陸 上の3ケ 所について,モ
ニタリング地域 として登録,保護することが提案された.
すなわち,ブ リッツ湾のマグネティック諸島については
オース トラリアにより提案され,サ ウス ・シェ トランド
諸島のケープシレエフとリビングス トン島はチ リ,米の
















































































た って 放 映 した.こ れ は 今 回 の テ ー マ に よ く合 っ た 内容
で あ った の で,シ ンポ ジ ウ ムが.・層 盛 り上 が っ た こ とは
言 う まで もな い.
レ来訪者■
第13回極域生物シンポジウム
第13回極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ムが 平 成2年12月5日,6
日の2日 間,極 地 研 の 講 堂 にお いて 開 催 され た.今 回 の
シ ンポ ジ ウ ム は2日 間 で,延 べ160名の参 加 が あ っ た.
そ の うち,口 頭 に よ る発 表 は12件,展 示 に よる 発 表 は53
件 で あ っ た.ま た,発 表 の 合 間 をぬ って,海 氷 圏生 物 総
合 研 究 と,　BIOTAS　(南極 陸.ヒ生 態 系 の 研 究 〉 プ ロ グ
ラ ムお よび 北極 域 の 陸 上三k物研 究 につ い ての 二 つ の ワー
ク シ ョ ップ も行 わ れ た.
口頭 発表 が 少 なか っ たの は発 表 形 式 が 従 来 の もの と趣
を異 に して い る こ と に よ る.す なわ ち,年 々,発 表 件 数
が 増 え て き て は い るが,3日 間 で も・・人 当 りの 発表 時 間
が15分程度 に限 られ る ので 十 分 な発 表 と質 疑1応答 が 出来
な い難 点 が あ っ た.生 物 研 究 グ ルー プ で は この 問題 を解
決 す べ く検 討 して き た.そ こ で,今 回 の 口 頭 発表 に は
テ ー マ性 を持 た せ,従 来 の 一 般 講 演 は す べ て展 示発 表 と
した.す な わ ち,海 洋 生 物 の セ ッシ ョンで は,「海 氷 域
の 生物 過程 』 を テ ー マ と して7件,陸 上 生物 セ ッシ ョン
で は、 「湖 沼 の 環境 と生 物 」 を テ ー マ と して,5件 の 口
頭 発 表 が 用 意 され,発 表 時 間 は..一人30～40分が 与 え られ
た。 一 方,展 示 発表 は 海洋 生 物 セ ッシ ョンで36件,陸 上
生物 セ ッシ ョ ンで17件で あ っ た が,展 示 物 の 前 で 一一人10
分 間 の 発 表 時 間 が与 え られ た.
この 様 な 形式 を取 った こと に よ り,果 して 能 率 の よい
発表 にな る か ど うか は 多少 心 配 があ った が,実 際 は 口頭
お よ び展 示 に よる発 表 共 々予 想 以上 に よい 反 響 が あ り,
まず は成 功 裡 に 終 わ った と言 っ て よ いだ ろ う.
口頭 発 表 の テ ー マ が 両 セ ッシ ョン と も水域 を場 と して
い る ため,共 通 の 関 心 が 集 ま り,参 加 者 の増 加 が あ った
と思 われ る.ま た,第ll回 シ ンポ ジ ウ ム あた りか ら海洋
で は北 極 海 お よび そ の 隣接 海域 陸 上 で は北 極域,高 山
域 に おけ る研 究 が 多 くな り,今 回 もその 傾 向 は 強 く表 れ
て い た,こ れ は国 際 的 に ます ます北 極 域 の研 究 の 重要 性
が強 くな って いる か らで あ ろ う.
シ ンポ ジ ウ ムへ の 海 外 か らの 参加 者 は,今 回 も5か 国,
7名 を数 え.そ の う ち,5名 が 口頭 に よ る発 表 を行 った.
また,展 示 に よ る海 外 か らの 発 表 は9件 にお よん だ,し
たが って,海 外 か らの 参 加 者 の 多か っ た海 洋 生 物 セ ッシ
ョ ンでの 口頭 発 表 全 部 と,陸 上 の一 部 は英 語 で 発 表 す る
こ とに な っ た.今 後 も今 回 の よ うな発 表 形 式 を取 る場 合,
よ り国際 的 な 色合 い の 濃 いシ ンポ ジ ウ ム に な って い くこ
とが 予想 され る.
また,2日 目の 昼 休 み には,参 加 者 の 一・人で あ るR.
ワー トン博 士　〔NASA.　USA)が 極 地 研 に 寄 贈 した ビ
デ オrLife　on　lce,　Antarctica　and　Mars』を一 時 間 に わ
7月11日～7月13日 大 竹 武　(Dr.　OHTAKE,　T,　ア
ラ ス カ大 学 地 質学 研 究所 名誉 教 授)
7月11日 ～7月15日 崔 孝　(Dr.　Hyo　Choi　国 立 江
陵 大 学 東 海 岸 地域 研 究所 長 ・(教 授))
7月ll日一7月18日 　 Pro「.　DECLEIR,　H.　(ブリュ ッセ
ル 自由 大 学 教 授)
7月13日　 Prof.　ALEAN,　W,　(ニュ ー ヨー ク 州 立 工 科
大 学 教授)
7月13日 及 び7月19日 　 Dr.　AHMAD,　M.　M,　(イン ド
ス リ ナ ガ ル工 業 大 学 上級 講 師)
7月24日　 Mr.　GAUR,　V,　K.　(イン ド海 洋 開 発庁 長 官)
7月30日 ～8月IH　 郭 現(Mr.　Guo　Kun　中 国 国
家 南 極 考 察 委 員 会 弁 公 室 主任)
顔 基 徳　 (Dr.　Yan　Qide
中 国 極 地 研 究 所 勘所 長)
李 占 生　(Dr.　Li　Zhansheng
中 国 国 家 南 極 考 察 委 員 会 弁 公 室 国 際 部 副 部
長)
7月30日 ～8月6日 万 国 才　(Dr.　Wan　Guocai　中
国 国 家 南 極 考 察 委 員 会技 術 研 究 部 長(高 級 工
程 師))
山 プ'林　　(Dr.　Shan
Guanglin　中 国 国 家 海 洋 局 主 任 研 究 官(K}i
級/[/程師))
り長 よ内炎　 (Prof,　Zhang
Bingyan　上 海 船 舶 研 究 所 教 授)
郭 明川　 (Prof.　Wu
Mingchuan　上 海船 舶 研 究所 教 授)
李 恵珍 　 　 (Dr,　Li
Huizhen　.ヒ海 船 舶 研 究 所 主 任 研 究 官)
李 硲 石音(Dr、　Li　Beibei
上 海 船 舶 研 究 所研 究官)
8月5日 一8月11日 李 瑞 宗(Dr.　Ray-tzong　Lee
台 湾 輔 仁 大 学 講 師)
8J]7日 ～8月10日 　 Dr.　PARK,　Y,　(カリフ ォ ル ニ ア
工 科 大 学 ジ ェ ッ ト推 進研 究所 主 任 研 究 員)
8月23日 ～8月24日 　 Prof.　TRIPP,　R.　(ワシ ン トン大
学 海 洋 学 部 教 授)
8月26日 一8月29日 　 Prof.　FRASER,　B.　(オー ス トラ
リ アニ ュー キ ャ ッス ル 大 学教 授)
8月26日 ～8月30日 　 Prof.　WIT,　D.　(ケー プ タ ウ ン大
学 地 質 学 部 教 授)
8月26日 ～9月1日 　 Prof.　BERING.　E,　A.　(米国 ヒ 幽
ユ ー ス トン大 学 教授)
8月27日　 Prof.　GORDON.　A.　L.　(コロ ン ビア 大 学 ラモ
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ン ト ・ ドー テ ィー 地質 観 測所 教 授)
9月3日 ～11月20日　 Dr.　ZWALLY,　H.　J.　(米国 ゴ ダ ー
ド宇宙 研 究 所 主 任研 究 員(海 洋 ・雪 氷 室 長))
9月7日 ～9月11日 高 美 庚　(Prof.　Meiqing　Gao
地 球 物 理研 究所 中 国 科 学 ア カデ ミー所 長)
9月8日 ～9月11日 車 建 国　(Mr.　Jianguo　Che　地
球 物 理 研究 所 中 国 科 学 ア カデ ミー 主任)
9月10日 一9月16日 　 Dr.OWEN,　C.　」.　(英国帝 国 学 院
研 究 員)
9月14日 ～9月17日 　 Dr,　HEINTZENBERG,　J.　(スト
ックホ ル ム大 学 気 象 学 教 室 助 教 授1
9月14日 ～9月28日 　 Dr,FERRAR[,　F.(米国 ス ミ ソニ
ア ン自然 史 博 物 館 海 洋 生 物 セ ン ター主 任研 究
官)
9月14日 一9月15日 　 Prof.　BRADLEY,　B.　(米国 メ
リー ラ ン ド大 学 生 物 科 学 部 教 授)
9月17日 ～9月20日Dr.　FELDSTEIN,　Y.　1,　〈ソ 連 科 学
ア カデ ミー地 球 磁 気 ・電 離 圏 電波 伝 搬 研 究 所
(IZMIRAN)研究 員)
9月20日 ～9月23日 　 Prof.　BAC[LA,　M.　(ブラ ジ ルパ
ラナ 大 学 獣 医 学 大 学 院 学 部 長)
9月21日 ～9月22日 　 Dr.　RAMADEVI,　C.　(イン ドナ
ガ ール ジ ュナ 大 学 動 物 学 部 助 手)
9月21日 ～9月23日　 Dr.　GODHANTARAMAN,　N,)
(イン ドアナ マ ロ イ大 学 海 洋 生 物 学 部 助 手)
9月22日 一9月24日 　 Dr,　VENKATESWARAN,　K.
(イン ド海 洋 バ イ オテ ク ノ ロ ジー 研 究 所 主任
研 究員)
9月23日 ～9月24日 　 Dr.　DAHMS,　H.　U,　(ドイ ツ オ ー
ル デ ンブ ル グ大 学 生 物 学 部 助 手)
9月28日 ～9月29日　 Pof.　MATHISEN,　O.　A,　(アラ ス
カ 大学 漁 業 海 洋科 学 ジ ュ ノー セ ン ター)
10月1日 ～10月2日 胡 散 陵　(Prof,　HU　Huan　Ling
中 国 科 学 院 安 徽 光 学 精 密 器 械研 究所 大 気 光 学
部 長)
10月3日 ～10月9日 　 Prof.　ALEXANDER,　V,　(アラ ス
カ州 立 大 学 教 授,海 洋 学 研 究 所 長,水 産 海 洋
学 校 長)
10月26日 ～10月27日 板 垣 和 彦　 (Dr.　ITAGAKI,　K.
米 国 陸軍 寒 地 工 学 研 究 所 物 性 物 理 研 究 部 長)
10月29日　 Prof,　EGELAND,　A,　(オス ロ大学 教授)
11月6日 一11月7日 　 Mr.　SAUVADET,　P.　(北海 道 大
学 水 産学 部 研 修 生)
11月17日～11月18日　 Dr.　PIPER,　S.　C.　(カリフ ォル ニ
ア 大 学 ス ク リプ ス 海 洋研 究所 助 教 授)
11月18日～12月7日 　 Dr.　CLAUSEN,　H.　B,　(コペ ン
ハ ーゲ ン大 学 地球 物 理研 究 所)
11月19日　 Dr.　BETTERIDGE,　G.　(ニュー ジ ー ラ ン ド
科 学 産 業 省 研 究 部 長)
Dr.　LOWE,　D.　(ニュ ー ジ ー ラ ン ド科 学 産 業
省 研 究 官)
Dr.　MATTHEWS,　A.　(ニュー ジ ー ラ ン ド科
11月22日
12月17日～12月19日
学 産 業 省研 究 官)
Dr.　CLARKSON,　T,　S,　(ニュ ー ジ ー ラ ン ド
気 象 局研 究 部 長)
Mr,　COOPER,　H.　(ニュ ー ジ ー ラ ン ド大 使 館
二 等書 記 官)
Dr.　WELLER,　G,　(アラス カ大 学 地 球 物 理 研
究 所 副 所 長)
Dr.　GLANDALL,　1.　(シェ フ ィー
ル ド大 学 動 植 物 科 学 学 部 助 教授 ・基 礎 生 物 学
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平成2年12月1日付け人事異動
[配置 換]
国立極地研究所教授 江 尻 全 機(国 立極地研究所
情報科学センター長(併 教授研究系)
任)
国立極地研究所教授 平 澤 威 男
情報科学センター長(併
任解除)
















始 した.除 雪作業は10月後半からk型 ブル ドーザ数台を
投入 して行われて来たが,ま た終 ∫していない.し かし
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatlc　Dnta　for　Japanese　Antarctic　Stations}
平 均 気 温CMeantem]).)　(℃)
最 高 気 温CMaX.temp.)　(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面{Mean　 l)ressur(・,　sea　lc・ve])　(mb)
平 均 蒸 気 圧 〔Meanvapollq)ressurd　Cmb}
平 均 相 対 湿 度　 (Mean　relativt・　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　Speed)　〔m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max,　 wind　spee(1,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 lO.mln.mean)　〔m/s)
瞬 間 最 大 風 速　 (Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Meancloudc`)ver)　(1/10)
快 晴B数(Nt皿ber　 of　clear　days)





































































南 極 で はIGY(1957-1958)の年 に,ソ 連 の 研 究 者 が
最初 に 湖 沼 の 中の 群 類 に 注 目 した.す な わ ち,1959年
ク イ ー ンマ リー ラ ン ドの バ ン ガー ヒル ズ の 水 深 約35
メー トル の 池 の 底 か ら群 類 を見 つ け,.・新 種ISilyunt
hor《ithcz,i('ziCte,　B.　ft.　var.　hotEerba(・hiiを報 告 し た.そ
の 後(1964)も、 ク イ ー ン モ ー ドラ ン ドの シ ル マ ッヘ ル
湖 の 水 深30メ ー トル の 底 か ら や は り新 種 刊ζ顧 θ励r
('iUtn　∫b o,toViiを報 告 した.最 近(1983)にな っ て もサ
ウス ピ ク トリア ラ ン ドの ドラ イバ レ ー,バ ン ダ湖 の 水
深30メー トルの 湖 底 か ら　13rlyunt　ttts・ens僻」極 特 産 種 と
され て い る が疑 問 が 多 い)が見 つ か って い る.
こ れ らの 報lftによ り,南 極 で も特 に東 南 極 の 湖 底 生
物 が 注 目さ れ る よ う に な っ て きた.昭 和 基 地 周 辺 で は
第16次隊(1975-1976)によ って,ス カ ル ブ ス ネ スの 水
深 約5～6メ ー トル の 湖 底 か らそ れ まで にIll{和基地 か
ら は未 知 な 解 織 が 採 集 され た,そ の 仮根 や 葉 腋 に は特
殊 な む か ご の 様 な無 性 芽 が た く さん 付 い て い た が,葉
の 発達 が 悪 く,　Bryum　sp.あるい はE)iσranetta　　s.　p.であ
ろ う と され,同 定 は 保 留 され て きた,そ の 採 集 後約15
年 経 過 した 第29次隊 は,再 び 同 じ蘇 類 を採 集 す る こ と
に成 功 し,植 物 体 の よ く発 達 した 生 材 料 をた くさ ん得
る こ と が で きた.こ の 群 類 の 詳 しい 分 類 学 的 処 理 は研
究 中 で あ る が ど う や ら 南 極 大 陸 で は ま だ報 告 さ れ て い
な い種 か あ るい は新 種 と して 記 載 す る必 要 の あ る もの
の よ う だ.こ の よ うに 南 極 の 露 岩域 に無 数 に散 在 す る
淡 水 湖,塩 湖,あ るい は 大 陸 氷 縁 に作 ら れ る夏 で も氷
が 解 け ない 氷 湖 な どに は どん な生 物 が生 息 して い る の
か は ま だほ とん ど解 って い な い.
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